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第８回 中札内村景観まちづくり委員会 会議録 

 

日  時  平成２６年６月２４日（火） １９：００～２１：００ 

場  所  役場庁舎 ２階会議室 

出席委員  金澤和彦、澤田美鈴、片山祐二、北島俊之、望月真理、小原早苗 

欠席委員  下埜智加 

アドバイザー  斉藤浩二 

事 務 局  総務課長 阿部雅行、総務課主査 氏家佑介、総務課主事 毛利晋輔    

 

 

議      事 

 

開  会  19：00 

 

（阿部課長）定刻になりましたので会議を始めます。はじめに会長より挨拶をいただきます。 

 

（会長）夏になってきましたが徐々に進めていかなければならないことが増えてきました。７月 

には住民向けの説明会もあり、そこで使っていくパンフレット等についても協議が必要に 

なります。その他についても皆さんと一緒に考えていきたいと思いますので、よろしくお 

願いいたします。 

 

（阿部課長）それでは以降の進行については会長にお願いします。 

 

（会長）それでは、協議事項①の説明会用パンフレットについて斉藤さんの方から説明をお願い 

します。 

 

（斉藤アドバイザー）以前にもお話しましたが、中札内ルールについて素案をまとめ、村長にお 

話しをしました。ただ、説明会で使う資料となると、素案のままでは文章が長くてわかり 

にくい部分があるので、細かい所は抜いて基本的な所を残しています。まず、表紙では住 

民が普段は気付きにくい部分について記載しています。村では以前から景観づくりのため 

に、ガイドプランや条例などを定めてきましたが、制定から時間が経っているため村民が 

忘れてしまっていたり、実効性が薄くなっていたりするという現状があります。そこで、 

景観形成指針のバージョンアップしたものを作っていきましょうという主旨で、箇条書き 

でまとめています。２ページ目以降では村全体・市街地・農村とエリアごとに目指すべき 

姿について説明しました。特に農村エリアではファームサインや自社看板等以外はすべて 

無くすというように言い切っています。この案を基にして、説明会までに皆さんから意見 

をもらおうと考えています。 

 

（会長）事情がわからない人に見てもらって、これをどう感じるか気になります。その視点で意 

見をもらってもいいと思います。説明会は商工会・農業・住宅街の住民といった層に向け 
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て行い、そこを通してルール案を練っていきたいです。また、広報活動も行う予定でいま 

す。一番恐いのは無関心ですね。 

 

（斉藤アドバイザー）反発はあった方がいいものになる。あえて農村エリアに関係のない看板を 

無くすという風に言い切って載せました。語句の使い方やその他の表現も含め意見を伺い 

たいです。 

 

（会長）写真などがあればもっとわかりやすいものになると思います。 

 

（斉藤アドバイザー）映像であれば用意します。 

 

（会長）他の地域の景観が失われている現状を見てもらって、危機感を持ってもらうというのも 

手段です。個人や商売は置いて、風景という視点で考えていければと思います。営みをや 

めるということではなく、何も考えずに景観を壊すことをやめてもらうというのが狙いで 

す。 

 

（委員）住んでいる人たちが知らないような良さに気づいてもらうといいのでは。また、景観を 

キープする努力を納得してもらうことも必要ではないでしょうか。無秩序のままではなく、 

守っていくという認識を持ってもらうことが重要だと思います。 

 

（委員）美しい景観には人を惹きつけるものがあり、それが集客力に繋がっていきます。そこを 

訴えていくといいかもしれない。色々な考えがあるので、一体として変わるのは時間がか 

かる部分は出てくるでしょう。また総論としては賛成でも、各論で反対になるという可能 

性があるので、各論の部分のアイデアは必要だと思います。 

 

（委員）市街地は徐々に南側にシフトして、国道２３６号線のメインストリートは活気がない印 

象を受けます。そうなると市街地エリアの所の説明が言葉だけになってしまうような気が 

します。 

 

（会長）帯広でも車の普及等の影響から、中心市街地は移動していると思います。美瑛の道の駅 

はメインストリート沿いではないですが、非常にいい取組をされていますよね。 

 

（委員）景観に力を入れている所でも、おそらく長い時間をかけて取組んでいらっしゃると思い 

ます。やはり息の長い取組が重要になってくるのではないでしょうか。 

 

（斉藤アドバイザー）確かにメインストリートは寂しい気がするが、その理由は木がないからだ 

と思います。いい街だなと感じる要因は緑。看板のデザインや街の統一性の前に、立派な 

並木を作れば人は集まります。にぎわいと言うとどうしてもイベントや施設という視点に 

なってしまうが、人は緑や水に癒しを感じて集まってくるということを大事にしていかな 

ければならない。 
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（委員）農村エリアの説明の部分で、防風林などを大切に守りますとありますが、最近では徐々 

に失われつつある部分だと思います。 

 

（委員）防風林については年数が経っているということもあるのではないでしょうか。外の人が 

村の景観のよさを気付けるものもあるといい。看板は無くすと言ってもいいと思います。 

 

（委員）取組について今更と思ってしまう人がいる可能性はあると思います。 

 

（斉藤アドバイザー）取組に関して大変な部分はあると思うが、合理的ではない部分に次の時代 

でも勝てる要素はあるのではないでしょうか。 

 

（会長）それでは、協議事項①について意見を伺うのは以上までとします。今みなさんからいた 

だいた意見を基に資料の見直しをしていこうと思います。続いて、事務局から「ずっと残 

したいなかさつないの風景」について説明をお願いします。 

 

－ 氏家主査 資料②について説明 － 

 

（委員）間口は広い方がいい。参加しやすいというのが一番では。 

 

（会長）選ぶのは上位５つくらいでいいのではないでしょうか。 

 

（斉藤アドバイザー）特産品は 3,000円程度使ってもいいのでは。 

 

（氏家主査）ふるさと納税の特産品セットが 2,000円相当ということもあり、額を合わせて設定 

しました。 

 

（斉藤アドバイザー）なるほど。応募しただけでも特産品がもらえるチャンスがあるのは嬉しい 

と思いますね。 

 

（委員）応募の上限はあるんでしょうか？ 

 

（斉藤アドバイザー）1人何点でも問題ないと思います。 

 

（会長）「ずっと残したいなかさつないの風景」については、今意見があったところを踏まえなが 

ら、事務局の方で取進めてもらいます。続きまして、協議事項③の景観学習について、委 

員から経過等も含めお願いします。 
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（委員）開発には景観の学習として連動することについて、問題ないと確認済です。日にちは 

１０月３日（金）で、時間としては３～４時間目になります。去年の内容としては、前段 

でシーニックの説明を行い、その後何班かに分かれて、地図上に好きな店や場所に印して 

いくというグループワークをしたそうです。課題としては、具体性な意見が出にくかった 

こと等がありましたが、各グループに大人の担当をつけるといい案が出てくるなと感じま 

した。 

 

（会長）ワークショップの結果を広報で取り上げたらいいでしょうね。大人への提起という意味 

でも重要だと思います。 

 

（斉藤アドバイザー）「ずっと残したいなかさつないの風景」と絡めていくのも面白いかもしれま 

せん。文化創造センターに展示があれば、小学校とも近いので投票してもらってもいいと 

思います。また、事前アンケートを行えば、親子で景観について話しあうので、そこで見 

えてくるものもあるのではないでしょうか。ちなみに、この景観学習については、シーニ 

ックに報告義務等はあるのですか。 

 

（委員）特にありません。主導的にやってもらって構わないとのことでした。 

 

（会長）それでは、今あった意見を基にプログラムや時間配分を含め、次回までに事務局より案 

を作ってきてもらいたいと思います。続いて、協議事項④の先進地視察ですが、今回はニ 

セコ町と東川町の２つの町を提案させてもらっています。どちらも、景観に関しては力を 

入れていますが、ニセコ町はどちらかというと観光という面が強いのに対して、東川町は 

旭川という大きな街に近いことや、景観行政団体へ移行しているということからも中札内 

村に近い部分や目指すべき部分が多いのかなと思います。 

 

（斉藤アドバイザー）中札内村もこれから景観行政団体移行を目指すにあたって、景観行政団体 

になったメリット・デメリットを聞いてみるのもいいと思います。 

 

（会長）それでは時期としては９月上旬頃、場所は東川町を視察する方向でいきたいと思うので 

すがどうでしょうか。 

 

－ 全員同意 － 

 

（会長）では、視察する日時や東川町との調整等については事務局に調整をお願いします。今日 

の会議はこれまでとさせていただきたいと思います。次回開催は８月５日（火）で行いた 

いと思いますのでよろしくお願いします。本日はお疲れ様でした。 

 

閉  会  21：00 

 

 


